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呼吸器感染症におけ るpanipenem/betamipronの 有用性 につ いて
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Panipenem/betamipron(PAPM/BP)の 呼吸 器感 染症 にお け る有 用性 を検 討 した。 対象 は

呼 吸器 感染 症8例 で,内 訳 は気 管支 肺 炎4例,急 性気 管支 炎2例,慢 性 気 管支 炎2例 で あ った。

全例 に 基礎疾 患 ・合併 症 が 存在 してい た。本 剤 投与 量 は,0.5g/0.5g×2/日 が6例,0.75g/0.75

g×2/日 が2例 であ っ た。 投 与期 間 は,4～15日 。Transtracheal aspiration(TTA)に よる

検 出菌 は単独 菌検 出が 亀例,複 数菌 検 出が5例 で,Haemophilus influenzae 4株,Streptococcus

pneumoniae 2株 な どで あ った。臨床 効果 は,有 効5例,や や 有効3例 で,副 作 用は 認め ず,臨

床検 査値 異常 は2例 に軽 度 の肝機 能 異常 が 認め られ た。
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Panipenem/betamipron(PAPM/BP)は 三 共株 式

会社 で開発 され たカル バペ ネ ム系 の注射 用 抗生 物質 で

ある。 本剤 は抗 生物 質 で あ るpanipenem(PAPM)と

有 機 イ オ ン 輸 送 抑 制 剤 で あ る ア ミ ノ酸 誘 導 体 の

betamipron(BP)の1:1の 配合 剤 であ る。 本剤 は β

う クタマーゼ に極 めて安 定 で,好 気 性 な らびに嫌 気 性

の グラム陽性 ・陰性菌 に対 し,広 範 囲 な抗菌 スペ ク ト

ル と強 力 な抗 菌 力 を有す る とされ てい る1)。今 回,我 々

は呼吸器 感染 症 に対 す る本剤 の有 用性 を検討 したの で

報告 す る。

対 象 は 呼 吸器 感 染 症8例 で あ る(Table1)。 年 齢

61～76歳,男 性6例,女 性2例 。 疾 患 は気管 支肺 炎4

例,慢 性気 管支 炎2例,急 性 気管 支 炎2例 であ る。基

礎疾 患 ・合 併症 は 全例 に認 め られ,肺 癌4例,陳 旧性

肺結核1例,肺 気腫1例,気 管支 喘 息1例 な どであ る。

感染症 の重 症度 は8例 と も中等 度 で あ った。起 炎菌 の

検 出 は 経 気 管 吸 引 法(Transtrachealaspiration,

TTA)で 行 った。TTAに よ り,11菌 種16株 が 検 出 さ

れ,単 独 菌検 出は3例,複 数菌 検 出は5例 で あ り,菌

別 には, Haemophilus influenzae 4株, Streptococcus

pneumoniae 2株, Streptococcus haemolyticus 2株,

Pseudomonas aeruginosa 1株, Staphylococcus aureus

1株,  Peptostreptococcus micros 1株, Haemophilus

parainfluenzae  1株 な どで あ った。

投 与 方 法 は,本 剤 を1回0.5g/0.5g～0.75g/0.75gを

生 理 食 塩 水100mlに 溶 解 し,1日2回60分 で 点 滴 静 注 し

た。 投 与 量 は1.0g/1.0g/日 の 症 例 が6例,1.5g/1.5g/

日の 症 例 が2例 で あ っ た。 投 与 期 間 は4～15日 で あ っ

た。

臨床効 果 の判 定 は,咳 漱,喀 出疾 の 量お よび性 状,

発熱,呼 吸 困難 な どの 自覚 症 状,CRP,白 血球 数,胸

部X線 像 な どの 諸検査 を指標 と し,以 下 の基 準 に よ り

4段 階 に区分 した。

著効:1週 間以 内 にほ とん どすべ ての症 状所 見 が改

善 した場合 。

有効:著 効 基準 に達 して いな いが,本 剤 投与 に て充

分 な治療効 果 が得 られ た場 合。

やや 有効:本 剤投 与 に て何 らかの 改善 が得 られ た場

合。

無効:改 善 が 全 く認め られ なか った場 合。

副作 用 ・臨床検 査値 異常 の検 討 は,本 剤 使用 中の副

作用 につ いては,臨 床 経過 を詳細 に観 察 し,薬 剤 に よ

る と思 われ る随伴 症状 を見落 とさな い よ うに した。 ま

た,投 与 前後 に おけ る血 液検査(赤 血球 数,ヘ モ グロ

ビン,ヘ マ トク リッ ト,白 血球 数,血 液 像),肝 機能 検

査(GOT,GPT,AL-P,γ-GTP,T-Bil.),腎 機 能検

査(BUN,ク レアチ ニ ン)な どの検 査 を行 い,薬 剤 に

よ る影 響 の有無 を調 べ た。

結果 は,臨 床 効 果は8例 中5例 に有効,3例 はやや

有効 であ った。 やや 有効 であ った3例 の うち,症 例2

は 肺癌 を基 礎疾 患 とす る気 管 支 炎の 症例 で,TTAに

よ りH.influenzaeとS.pneumoniaeを 検 出 してお り,

本 剤投 与 に よ りCRPは 改善,菌 は陰 性化 す る も解 熱

しな か っ た ため や や 有効 と した。発 熱 は本 剤 をceft-

izoxime(CZX)・amikacin(AMK)に 変 更 した とこ

ろ改善 した。 症例5は 肺癌 ・慢 性 関節 リウマ チ を基礎
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Table 2_ Clinical findings of panipenem/betamipron administration

*: International unit, B : before, A : after

疾 患 とす る慢 性 気 管 支 炎 の症 例 で,TTAに よ りH、

influenzaeとS.haemolyticusを 検 出 して お り,本 剤 を

投 与 した とこ ろCRPは 改 善 したが,咳 ・痰 の 十分 な改

善 は認め られ ず,H.irfluenzaeの 陰 性化 もなか っ た

ためや や有 効 と した。 症例8は,陳 旧性肺 結核 を基礎

疾 患 とす る肺 炎例 でTTAよ りS.pneumonioeを 検

出 してお り,本 剤 を投 与 した ところ発 熱 ・喀 痰 ・CRP

の改善 ・菌 の陰 性化 を認め た が,胸 部X線 上肺 炎 陰影

の改善 が十分 でなか った ため,や や 有効 とした。

疾患別 には,急 性 気 管支 炎2例 中有効1例,や や 有

効1例,気 管支 肺炎4例 中有効3例,や や 有効1例,

慢性 気 管支 炎2例 中有効1例,や や 有効1例 であ った。

細 菌学 的効 果 は16株 中15株 消 失 し,検 出菌別 に は 丑

influenzae 4株 中3株 消失,S.pneumoniae2株 中2

株消 失,S.haemolyticus 2株 中2株 消 失,S.ameus

P.aeruginosa,pmicros,H.parairfluenzae各1株 は

それ ぞれ 消失 した。

副作 用 は 認め なか ったが,3例 に 臨床 検査値 異 常 を

認 め た(Table 1,2)。 内容 は症例1にGPTの 上 昇,

症 例6に 尿 中 ウ ロ ビ リ ノー ゲ ン の 上 昇,症 例7に

GOT・GPT・AL-Pの 上 昇 が認 め られ たが,い ず れ も

軽度 であ り,本 剤投 与終 了 と共 に改善 した。

抗 菌剤 の進 歩 と ともに感染 症 も複雑 化 し,治 療 が 困

難 となる場合 も少 な くない。 今 回の検 討 で も起 炎菌 が

各種 に わた り検 出 され たが,そ の 多 くに 本剤 は有 効 で

あ った。

以上 よ り,本 剤 は有 効性 と安 全性 の 面か ら呼 吸 器感

染 症 の治療 に 対 して有 用 な薬剤 とな る可能 性 が示 唆 さ

れ た。
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The usefulness of panipenem/betamipron (PAPM/BP) in the treatment of respiratory tract
infection was studied in 8 patients : 4 with bronchial pneumonia, 2 with acute bronchitis, and 2
with chronic bronchitis. The patients all had an underlying disease and/or complication. PAPM/BP
was administered in a dose of 0.5g/0.5g twice a day to 6 patients and of 0.75g/0.75g twice a day
to 2 for 4-15 days. Single and multiple pathogens were respectively isolated through transtracheal
aspiration (TTA) from 5 and 3 patients; they are, 4 strains of Haemophilus influenzae, 2 strains
of Streptococcus pneumoniae, and others. The clinical efficacy was good in 5 patients and fair in 3.
No side effects were observed. Slightly abnormality in liver function were seen as in 2 patients.


